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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷房運転および暖房運転が可能な空気調和装置（１００）において、
　圧縮機（１１）と、熱源側熱交換器（１３）と、レシーバ（１８）と、利用側熱交換器
（６２、６６）が順に接続された冷媒回路（３）と、
　前記圧縮機から吐出される冷媒を前記利用側熱交換器に導く暖房運転状態と前記圧縮機
から吐出される冷媒を前記熱源側熱交換器に導く冷房運転状態とを切り換える切換部（１
２）と、
　前記利用側熱交換器と前記レシーバとの間に設けられた第１膨張弁（１６）と、
　前記熱源側熱交換器と前記レシーバとの間に設けられた第２膨張弁（１５）と、
　前記冷媒回路において冷媒の漏洩が生じたことを検知する漏洩検知手段（５５）と、
　前記レシーバの上方部分と、前記切換部と前記圧縮機の吸入側と、をバイパス接続する
バイパス回路（１７）と、
　前記バイパス回路の途中に設けられたバイパス弁（１７ｂ）と、
　前記漏洩検知手段が冷媒の漏洩を検知した際に、
　　前記冷媒回路が冷房運転状態である場合には、前記第１膨張弁を閉じて前記バイパス
弁を開けた状態で前記レシーバ内に液冷媒を溜める冷房冷媒回収運転を行い、
　　前記冷媒回路が暖房運転状態である場合には、前記第２膨張弁を閉じて前記バイパス
弁を開けた状態で前記レシーバ内に液冷媒を溜める暖房冷媒回収運転を行う、
制御部（７）と、
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を備えた空気調和装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記冷房冷媒回収運転では前記冷房運転時に行われていた前記第２膨張
弁の制御を続けるかもしくは前記冷房運転時に行われていた前記第２膨張弁の制御と比べ
て前記第２膨張弁の開度がより開くことになるように制御を行い、前記暖房冷媒回収運転
では前記暖房運転時に行われていた前記第１膨張弁の制御を続けるかもしくは前記暖房運
転時に行われていた前記第１膨張弁の制御と比べて前記第１膨張弁の開度がより開くこと
になるように制御を行う、
請求項１に記載の空気調和装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　　前記冷媒回路が冷房運転状態である場合には前記熱源側熱交換器の出口を流れる冷媒
の過冷却度が冷房時目標値となるように前記第２膨張弁の開度制御を行い、
　　前記冷媒回路が暖房運転状態である場合には前記利用側熱交換器の出口を流れる冷媒
の過冷却度が暖房時目標値となるように前記第１膨張弁の開度制御を行い、
　　前記漏洩検知手段が冷媒の漏洩を検知した際に前記冷媒回路が冷房運転状態である場
合には、前記熱源側熱交換器の出口を流れる冷媒の過冷却度が前記冷房時目標値以下の値
になるように前記第２膨張弁の開度制御を行い、
　　前記漏洩検知手段が冷媒の漏洩を検知した際に前記冷媒回路が暖房運転状態である場
合には、前記利用側熱交換器の出口を流れる冷媒の過冷却度が前記暖房時目標値以下の値
になるように前記第１膨張弁の開度制御を行う、
請求項１または２に記載の空気調和装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記冷房冷媒回収運転もしくは前記暖房冷媒回収運転において、前記冷
媒回路における低圧部分を流れる冷媒の状態が所定条件を満たした場合に前記圧縮機を停
止する、
請求項１から３のいずれか１項に記載の空気調和装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記冷房冷媒回収運転において前記冷媒回路における低圧部分を流れる
冷媒の状態が所定条件を満たした場合に前記バイパス弁を閉じた後に前記第２膨張弁を閉
じるように制御し、前記暖房冷媒回収運転において前記冷媒回路における低圧部分を流れ
る冷媒の状態が所定条件を満たした場合に前記バイパス弁を閉じた後に前記第１膨張弁を
閉じるように制御する、
請求項１から４のいずれか１項に記載の空気調和装置。
【請求項６】
　前記冷媒回路内を流れる冷媒は、Ｒ３２である、
請求項１から５のいずれか１項に記載の空気調和装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、空気調和装置において冷媒の漏洩が生じた場合には、冷媒回路外への冷媒の
漏洩を抑えるために、冷媒を一箇所に集める回収運転が行われている。
【０００３】
　例えば、特許文献１（特開２００２－２２８２８１号公報）に記載の空気調和機では、
室内機が設置されている部屋において冷媒の漏洩を検知した場合に、冷媒回路における四
路切換弁の接続状態を冷房運転状態としつつ、レシーバの下流に設けられた開閉弁を閉じ
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ることで、レシーバ内に液冷媒を溜めて、冷媒を回収することが提案されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述のような特許文献１に示された空気調和機では、冷房運転状態においてレ
シーバに液冷媒を回収している。このため、暖房運転中に冷媒の漏洩が検知されると、冷
媒回路を冷房運転状態に切り換えて、冷媒を回収する必要がある。
【０００５】
　このように、暖房運転状態から冷房運転状態に切り換えるためには、冷媒回路における
均圧作業を行う必要がある。このため、均圧を終えるまでに時間を要してしまうだけでな
く、均圧作業によって冷媒回路内の液冷媒の分布が広がってしまうため液冷媒の回収を終
えるまでに時間を要することになってしまう
　本発明は上述した点に鑑みてなされたものであり、本発明の課題は、冷媒漏洩が冷房運
転時に生じても暖房運転時に生じても、迅速にレシーバに冷媒を回収することが可能な空
気調和装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１観点に係る空気調和装置は、冷房運転および暖房運転が可能な空気調和装置におい
て、冷媒回路と、切換部と、第１膨張弁と、第２膨張弁と、漏洩検知手段と、制御部と、
バイパス回路と、バイパス弁と、を備えている。冷媒回路は、圧縮機と、熱源側熱交換器
と、レシーバと、利用側熱交換器が順に接続されて構成されている。切換部は、圧縮機か
ら吐出される冷媒を利用側熱交換器に導く暖房運転状態と、圧縮機から吐出される冷媒を
熱源側熱交換器に導く冷房運転状態と、を切り換える。第１膨張弁は、利用側熱交換器と
レシーバとの間に設けられている。第２膨張弁は、熱源側熱交換器とレシーバとの間に設
けられている。漏洩検知手段は、冷媒回路において冷媒の漏洩が生じたことを検知する。
バイパス回路は、レシーバの上方部分と、切換部と圧縮機の吸入側と、をバイパス接続す
る。バイパス弁は、バイパス回路の途中に設けられている。制御部は、漏洩検知手段が冷
媒の漏洩を検知した際に、冷媒回路が冷房運転状態である場合には、第１膨張弁を閉じて
バイパス弁を開けた状態でレシーバ内に液冷媒を溜める冷房冷媒回収運転を行う。制御部
は、漏洩検知手段が冷媒の漏洩を検知した際に、冷媒回路が暖房運転状態である場合には
、第２膨張弁を閉じてバイパス弁を開けた状態でレシーバ内に液冷媒を溜める暖房冷媒回
収運転を行う。
【０００７】
　この空気調和装置では、冷媒漏洩が冷房運転時に生じても暖房運転時に生じても、運転
状態を切り換えることなく、迅速にレシーバに冷媒を回収することが可能になる。
【０００８】
　また、この空気調和装置では、バイパス回路を介してレシーバ内のガス冷媒を圧縮機の
吸入側に引き込むことで、レシーバにさらに液冷媒を送り込みやすくなり、液冷媒をより
多く溜めやすくなる。
【０００９】
　第２観点に係る空気調和装置は、第１観点に係る空気調和装置において、制御部は、冷
房冷媒回収運転では、冷房運転時に行われていた第２膨張弁の制御を続けるかもしくは冷
房運転時に行われていた第２膨張弁の制御と比べて第２膨張弁の開度がより開くことにな
るように制御を行う。制御部は、暖房冷媒回収運転では、暖房運転時に行われていた第１
膨張弁の制御を続けるかもしくは暖房運転時に行われていた第１膨張弁の制御と比べて第
１膨張弁の開度がより開くことになるように制御を行う。
【００１０】
　この空気調和装置では、レシーバの上流側で凝縮された冷媒をできるだけ液冷媒の状態
のままでレシーバに導くことで、多くの冷媒をレシーバ内に溜めることが可能になる。
【００１１】



(4) JP 6361263 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

　第３観点に係る空気調和装置は、第１観点または第２観点に係る空気調和装置において
、制御部は、冷媒回路が冷房運転状態である場合には熱源側熱交換器の出口を流れる冷媒
の過冷却度が冷房時目標値となるように第２膨張弁の開度制御を行う。制御部は、冷媒回
路が暖房運転状態である場合には利用側熱交換器の出口を流れる冷媒の過冷却度が暖房時
目標値となるように第１膨張弁の開度制御を行う。制御部は、漏洩検知手段が冷媒の漏洩
を検知した際に冷媒回路が冷房運転状態である場合には、熱源側熱交換器の出口を流れる
冷媒の過冷却度が冷房時目標値以下の値になるように第２膨張弁の開度制御を行う。制御
部は、漏洩検知手段が冷媒の漏洩を検知した際に冷媒回路が暖房運転状態である場合には
、利用側熱交換器の出口を流れる冷媒の過冷却度が暖房時目標値以下の値になるように第
１膨張弁の開度制御を行う。
【００１２】
　この空気調和装置では、冷媒漏洩が生じていた場合に、レシーバのより上流側に位置し
ている膨張弁（冷房運転時であれば第２膨張弁であり、暖房運転時であれば第１膨張弁）
の弁開度が開き気味になるように制御されるため、上流側に位置している膨張弁よりもさ
らに上流側に存在する液冷媒の量を減らして、より多くの液冷媒をレシーバ内に導いて溜
めることが可能になる。
【００１３】
　第４観点に係る空気調和装置は、第１観点から第３観点のいずれかに係る空気調和装置
において、制御部は、冷房冷媒回収運転もしくは暖房冷媒回収運転において、冷媒回路に
おける低圧部分を流れる冷媒の状態が所定条件を満たした場合に圧縮機を停止する。
【００１４】
　この空気調和装置では、冷媒の漏洩が生じにくい状態にして冷媒回収運転を終了させる
ことが可能になる。
【００１５】
　第５観点に係る空気調和装置は、第４観点に係る空気調和装置において、制御部は、冷
房冷媒回収運転において冷媒回路における低圧部分を流れる冷媒の状態が所定条件を満た
した場合にバイパス弁を閉じた後に第２膨張弁を閉じるように制御し、暖房冷媒回収運転
において冷媒回路における低圧部分を流れる冷媒の状態が所定条件を満たした場合にバイ
パス弁を閉じた後に第１膨張弁を閉じるように制御する。
【００１６】
　この空気調和装置では、バイパス回路のバイパス弁を先に閉じることで、レシーバに溜
まった液冷媒が圧縮機側に引き込まれることを抑制して、できるだけレシーバ内に多くの
液冷媒が溜まっている状態で回収運転を終了することが可能になる。
【００１７】
　第６観点に係る空気調和装置は、第１観点から第５観点のいずれかに係る空気調和装置
において、冷媒回路内を流れる冷媒は、Ｒ３２である。
【００１８】
　この空気調和装置では、Ｒ３２冷媒が漏洩した場合であっても、燃焼を生じさせにくく
することが可能になる。
【発明の効果】
【００１９】
　第１観点に係る空気調和装置では、冷媒漏洩が冷房運転時に生じても暖房運転時に生じ
ても、運転状態を切り換えることなく、迅速にレシーバに液冷媒を送り込みやすくなり、
レシーバに液冷媒をより多く溜めやすくして冷媒を回収することが可能になる。
【００２０】
　第２観点に係る空気調和装置では、多くの冷媒をレシーバ内に溜めることが可能になる
。
【００２１】
　第３観点に係る空気調和装置では、上流側に位置している膨張弁よりもさらに上流側に
存在する液冷媒の量を減らして、より多くの液冷媒をレシーバ内に導いて溜めることが可
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能になる。
【００２２】
　第４観点に係る空気調和装置では、冷媒の漏洩が生じにくい状態にして冷媒回収運転を
終了させることが可能になる。
【００２３】
　第５観点に係る空気調和装置では、できるだけレシーバ内に多くの液冷媒が溜まってい
る状態で回収運転を終了することが可能になる。
【００２４】
　第６観点に係る空気調和装置では、Ｒ３２冷媒が漏洩した場合であっても、燃焼を生じ
させにくくすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】冷凍装置の冷媒回路図である。
【図２】冷凍装置のブロック構成図である。
【図３】冷媒漏洩時の処理フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の空気調和装置が採用された一実施形態について、図面に基づいて説明す
る。
【００２７】
　（１）全体概略構成
　図１に、空気調和装置１００の冷媒回路図を示す。
【００２８】
　本実施形態の空気調和装置１００は、室外ユニット１０と、第１室内ユニット６１およ
び第２室内ユニット６５を有する室内ユニット６０と、を備えている。
【００２９】
　これらの室外ユニット１０と室内ユニット６０とは、冷媒配管を介して互いに接続され
ることで、冷媒回路３を構成している。
【００３０】
　（２）室内ユニット６０
　室内ユニット６０は、本実施形態では、互いに並列に接続された第１室内ユニット６１
と第２室内ユニット６５とを有している。
【００３１】
　第１室内ユニット６１は、第１室内熱交換器６２と、第１室内ファン６３と、第１室内
ファンモータ６３ａと、第１ガス側温度センサ７１と、第１液側温度センサ７２と、を有
している。
【００３２】
　第１室内熱交換器６２は、冷媒回路３の一部を構成しており、ガス側連絡配管６にガス
側の端部が接続されている。第１室内熱交換器６２の液側には、液側連絡配管５が接続さ
れている。第１室内ファン６３は、第１室内ファンモータ６３ａが駆動することにより、
第１室内熱交換器６２に対して空気流れを供給する。第１ガス側温度センサ７１は、第１
室内熱交換器６２のガス側端部を通過する冷媒の温度を検知することができる。第１液側
温度センサ７２は、第１室内熱交換器６２の液側端部を通過する冷媒の温度を検知するこ
とができる。
【００３３】
　第２室内ユニット６５は、第１室内ユニット６１と同様であり、第２室内熱交換器６６
と、第２室内ファン６７と、第２室内ファンモータ６７ａと、第２ガス側温度センサ７３
と、第２液側温度センサ７４と、を有している。
【００３４】
　第２室内熱交換器６６は、冷媒回路３の一部を構成しており、ガス側連絡配管６に対し
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て、第１室内熱交換器６２側とは別に、ガス側の端部が接続されている。第２室内熱交換
器６６の液側の端部には、第１室内熱交換器６２とは別に、液側連絡配管５が接続されて
いる。第２室内ファン６７は、第２室内ファンモータ６７ａが駆動することにより、第２
室内熱交換器６６に対して空気流れを供給する。第２ガス側温度センサ７３は、第２室内
熱交換器６６のガス側端部を通過する冷媒の温度を検知することができる。第２液側温度
センサ７４は、第２室内熱交換器６６の液側端部を通過する冷媒の温度を検知することが
できる。
【００３５】
　（３）室外ユニット１０
　室外ユニット１０は、圧縮機１１、逆止弁１１ａ、四路切換弁１２、室外熱交換器１３
、室外ファン１４、室外ファンモータ１４ａ、第１室外膨張弁１６、第２室外膨張弁１５
、レシーバ１８、インジェクション部１７、アキュームレータ１９、吐出温度センサ５１
ａ、吐出圧力センサ５１ｂ、吸入温度センサ５２ａ、吸入圧力センサ５２ｂ、室外熱交温
度センサ５３、外気温度センサ５４、漏洩検知センサ５５を有している。
【００３６】
　圧縮機１１は、周波数制御が可能な圧縮機であり、運転容量が可変である。逆止弁１１
ａは、圧縮機１１の吐出側であって、四路切換弁１２との間に設けられており、圧縮機１
１から四路切換弁１２に向かう冷媒流れのみを許容する。四路切換弁１２は、４つの接続
ポートを有しており、そのうちの２つずつを互いに接続する。この四路切換弁１２は、こ
の接続状態を切り換えることで、圧縮機１１から吐出された冷媒を室外熱交換器１３側に
導く冷房運転状態と、圧縮機１１から吐出された冷媒を室内ユニット６０の室内熱交換器
６２や第２室内熱交換器６６に導く暖房運転状態と、を切り換えることができる。室外熱
交換器１３は、冷媒の放熱器もしくは蒸発器として機能することが可能な熱交換器であっ
て、例えば、複数の伝熱フィンと伝熱管によって構成されている。室外ファン１４は、室
外ファンモータ１４ａが駆動することによって回転し、室外熱交換器１３に向かう空気流
れを生じさせる。第１室外膨張弁１６は、レシーバ１８よりも室内ユニット６０の液側に
設けられており、通過する冷媒の減圧程度を調節することができる。第２室外膨張弁１５
は、室外熱交換器１３の液側とレシーバ１８の間に設けられており、通過する冷媒の減圧
程度を調節することができる。室外レシーバ１８は、第１室外膨張弁１６と第２室外膨張
弁１５の間に設けられた冷媒容器であり、冷媒回路３における余剰冷媒を調節することが
できる。インジェクション部１７は、インジェクション回路１７ａと、インジェクション
開閉弁１７ｂと、キャピラリーチューブ１７ｃと、を有している。インジェクション回路
１７ａは、レシーバ１８のガス領域部分（上方部分）から延び出して、四路切換弁１２と
圧縮機１１の吸入側との間（本実施形態では四路切換弁１２とアキュームレータ１９の間
）に接続されている。インジェクション開閉弁１７ｂは、インジェクション回路１７ａの
途中に設けられており、冷媒の通過を許容する状態と許容しない状態とを切り換えること
ができる。キャピラリーチューブ１７ｃは、インジェクション開閉弁１７ｂと、四路切換
弁１２と圧縮機１１の吸入側（アキュームレータ１９）の間の接続部分と、の間に設けら
れており、通過する冷媒の圧力を減圧させる。
【００３７】
　吐出温度センサ５１ａは、圧縮機１１の吐出側と四路切換弁１２の間を流れる冷媒の温
度を検知する。吐出圧力センサ５１ｂは、圧縮機１１の吐出側と四路切換弁１２の間を流
れる冷媒の圧力を検知する。吸入温度センサ５２ａは、圧縮機１１の吸入側と四路切換弁
１２の間（本実施形態では圧縮機１１の吸入側とアキュームレータ１９との間）を流れる
冷媒の温度を検知する。吸入圧力センサ５２ｂは、圧縮機１１の吸入側と四路切換弁１２
の間（本実施形態では圧縮機１１の吸入側とアキュームレータ１９との間）を流れる冷媒
の圧力を検知する。室外熱交温度センサ５３は、室外熱交換器１３を流れる冷媒の温度を
検知する。外気温度センサ５４は、室外熱交換器１３を通過する前の空気の温度を外気温
度として検知する。
【００３８】
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　漏洩検知センサ５５は、室外ユニット１０内に設けられており、作動冷媒としてのR32
が漏洩したことを検知する。
【００３９】
　圧縮機１１、四路切換弁１２、室外ファンモータ１４ａ、第１室外膨張弁１６、第２室
外膨張弁１５、インジェクション開閉弁１７ｂは、後述する制御部７に接続され、制御さ
れる。吐出温度センサ５１ａ、吐出圧力センサ５１ｂ、吸入温度センサ５２ａ、吸入圧力
センサ５２ｂ、室外熱交温度センサ５３、外気温度センサ５４、漏洩検知センサ５５は、
後述する制御部７に接続され、制御部７は各検知値を把握し、室外ユニット１０において
漏洩が生じたことを把握する。
【００４０】
　（４）液側連絡配管５およびガス側連絡配管６
　室外ユニット１０は、液側連絡配管５およびガス側連絡配管６を介して室内ユニット６
０に対して並列に接続されている。
【００４１】
　具体的には、第１室内ユニット６１の第１室内熱交換器６２から伸びる配管、および、
第２室内ユニット６５の第２室内熱交換器６６から伸びる配管は、液側連絡配管５の室内
ユニット６０側の端部に接続されている。
【００４２】
　室外ユニット１０の第１室外膨張弁１６から室内ユニット６０側に伸びる配管は、液側
連絡配管５の室内ユニット６０側とは反対側の端部に接続されている。
【００４３】
　第１室内ユニット６１の第１室内熱交換器６２から伸びる配管、および、第２室内ユニ
ット６５の第２室内熱交換器６６から伸びる配管は、ガス側連絡配管６の室内ユニット６
０側の端部と接続されている。
【００４４】
　室外ユニット１０の四路切換弁１２から室内ユニット６０のガス側に伸びる配管は、ガ
ス側連絡配管６の室内ユニット６０側とは反対側の端部に接続されている。
【００４５】
　（５）冷房運転状態
　通常運転としての冷房運転が行われている状態では、制御部７は、四路切換弁１２の接
続状態を、圧縮機１１から吐出された冷媒を室外熱交換器１３側に導き、室内ユニット６
０のガス側から流れてくる冷媒を圧縮機１１の吸入側に導く接続状態として冷凍サイクル
を行う。
【００４６】
　ここでは、室外熱交換器１３が冷媒の放熱器として機能し、第１室内熱交換器６２およ
び第２室内熱交換器６６が冷媒の蒸発器として機能する。
【００４７】
　冷房運転状態では、制御部７は、第２室外膨張弁１５を全開状態とし、インジェクショ
ン開閉弁１７ｂを閉じた状態とする。
【００４８】
　圧縮機１１の駆動周波数は、第１室内熱交換器６２および第２室内熱交換器６６におけ
る蒸発温度が目標蒸発温度となるように制御部７によって制御される。
【００４９】
　室外ファンモータ１４ａは、圧縮機１１の駆動周波数に基づいて定まる風量を室外熱交
換器１３に供給できるように制御部７によって制御される。
【００５０】
　第１室外膨張弁１６の弁開度は、圧縮機１１の吐出冷媒温度（吐出温度センサ５１ａに
より検知される温度）に基づいて制御部７によって制御され、室内ユニット６０側に送ら
れる冷媒の量が調節される。具体的には、室内ユニット６０のガス側を流れる冷媒の乾き
度を目標乾き度にすることができるように、当該目標乾き度に対応するものとして予測さ
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れる圧縮機１１の吐出冷媒温度が実現されるように、第１室外膨張弁１６の弁開度が制御
される。
【００５１】
　第１室内ファンモータ６３ａおよび第２室内ファンモータ６７ａは、第１室内ユニット
６１および第２室内ユニット６５の各設定温度に基づいて制御部７が出力制御を行う。
【００５２】
　（６）暖房運転状態
　通常運転としての暖房運転が行われている状態では、制御部７は、四路切換弁１２の接
続状態を、圧縮機１１から吐出された冷媒を室内ユニット６０のガス側に導き、室外熱交
換器１３のガス側から流れてくる冷媒を圧縮機１１の吸入側に導く接続状態として冷凍サ
イクルを行う。
【００５３】
　ここでは、室外熱交換器１３が冷媒の蒸発器として機能し、第１室内熱交換器６２およ
び第２室内熱交換器６６が冷媒の放熱器として機能する。
【００５４】
　暖房運転状態では、制御部７は、第１室外膨張弁１６を全開状態とし、インジェクショ
ン開閉弁１７ｂを閉じた状態とする。
【００５５】
　圧縮機１１の駆動周波数は、第１室内熱交換器６２および第２室内熱交換器６６におけ
る凝縮温度が目標凝縮温度となるように制御部７によって制御される。
【００５６】
　室外ファンモータ１４ａは、圧縮機１１の駆動周波数に応じた風量を室外熱交換器１３
に供給できるように制御部７によって制御される。
【００５７】
　第２室外膨張弁１５の各弁開度は、圧縮機１１の吐出冷媒温度（吐出温度センサ５１ａ
により検知される温度）に基づいて制御部７によって制御され、室外熱交換器１３に送ら
れる冷媒の量が調節される。具体的には、室外熱交換器１３のガス側を流れる冷媒の乾き
度を目標乾き度にすることができるように、当該目標乾き度に対応するものとして予測さ
れる圧縮機１１の吐出冷媒温度が実現されるように、第２室外膨張弁１５の弁開度が制御
される。
【００５８】
　第１室内ファンモータ６３ａおよび第２室内ファンモータ６７ａは、第１室内ユニット
６１および第２室内ユニット６５の各設定温度に基づいて制御部７が出力制御を行う。
【００５９】
　（７）冷媒漏洩時の処理フローチャート
　図３に、冷媒漏洩時の処理フローチャートを示す。
【００６０】
　本実施形態の空気調和装置１００では、室外ユニット１０において冷媒が漏洩し、以下
に述べる冷媒回収運転を行う場合を例に挙げて説明する。
【００６１】
　まず、制御部７は、ステップＳ１１において、漏洩検知センサ５５において、冷媒の漏
洩を検知したか否かを判断する。ここで、冷媒の漏洩を検知した場合には、ステップＳ１
２に移行する。
【００６２】
　ステップ１２では、制御部７は、図示しないコントローラの液晶ディスプレイ等の表示
部に対して、冷媒が漏洩している旨を表示出力させ、ステップＳ１３に移行する。
【００６３】
　ステップＳ１３では、制御部７は、四路切換弁１２の接続状態が冷房運転状態であるか
暖房運転状態であるかを判断する。ここで、冷房運転状態であればステップＳ１４に移行
し、暖房運転状態であればステップＳ１７に移行する。
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【００６４】
　ステップＳ１４では、制御部７は、四路切換弁１２の接続状態を冷房運転状態に維持し
たままで、レシーバ１８の下流側に位置している第１室外膨張弁１６を全閉状態とし、イ
ンジェクション開閉弁１７ｂ開けて、第２室外膨張弁１５は全開状態を維持したままで、
圧縮機１１を駆動させ、ステップＳ１５に移行する。ここで、第１室内ファンモータ６３
ａおよび第２室内ファンモータ６７ａについては、第１室内熱交換器６２や第２室内熱交
換器６６に存在していた冷媒を蒸発させるために、冷房運転時の動作を継続させる。なお
、特に限定されないが、凝縮速度を上げる観点から、室外ファンモータ１４ａの出力を最
大に制御することが好ましい。
【００６５】
　これにより、室外熱交換器１３において凝縮して液化した冷媒は、第１室外膨張弁１６
が閉じられているため室内ユニット６０側に流れていくことができず、レシーバ１８内に
集められる。さらに、インジェクション開閉弁１７ｂが開けられていることで、レシーバ
１８内のガス冷媒が圧縮機１１の吸入側に引き抜かれていくため、室外熱交換器１３を通
過した冷媒をレシーバ１８に流し込みやすくなっている。
【００６６】
　ステップＳ１５では、制御部７は、圧縮機１１の吸入圧力（吸入圧力センサ５２ｂの検
知圧力）が所定の圧力以下になっているか否かを判断する。ここで、所定の圧力以下にな
っている場合には、冷媒の回収が終了したとしてステップＳ１６に移行する。所定の圧力
以下になっていない場合には、ステップＳ１５を継続させる。
【００６７】
　ステップＳ１６では、制御部７は、インジェクション開閉弁１７ｂを閉じた後に第２室
外膨張弁１５を閉じて、その後に圧縮機１１を停止させる。
【００６８】
　ステップＳ１７では、制御部７は、四路切換弁１２の接続状態を暖房運転状態に維持し
たままで、レシーバ１８の下流側に位置している第２室外膨張弁１５を全閉状態とし、イ
ンジェクション開閉弁１７ｂ開けて、第１室外膨張弁１６は全開状態を維持したままで、
圧縮機１１を駆動させ、ステップＳ１８に移行する。ここで、室外ファンモータ１４ａに
ついては、室外熱交換器１３に存在していた冷媒を蒸発させるために、暖房運転時の動作
を継続させる。なお、特に限定されないが、凝縮速度を上げる観点から、第１室内ファン
モータ６３ａおよび第２室内ファンモータ６７ａの出力を最大に制御することが好ましい
。
【００６９】
　これにより、第１室内熱交換器６２および第２室内熱交換器６６において凝縮して液化
した冷媒は、液側連絡配管５を通過した後、第２室外膨張弁１５が閉じられているため室
外熱交換器１３側に流れていくことができず、レシーバ１８内に集められる。さらに、イ
ンジェクション開閉弁１７ｂが開けられていることで、レシーバ１８内のガス冷媒が圧縮
機１１の吸入側に引き抜かれていくため、第１室内熱交換器６２や第２室内熱交換器６６
を通過した冷媒をレシーバ１８に流し込みやすくなっている。
【００７０】
　ステップＳ１８では、制御部７は、圧縮機１１の吸入圧力（吸入圧力センサ５２ｂの検
知圧力）が所定の圧力以下になっているか否かを判断する。ここで、所定の圧力以下にな
っている場合には、冷媒の回収が終了したとしてステップＳ１９に移行する。所定の圧力
以下になっていない場合には、ステップＳ１７を継続させる。
【００７１】
　ステップＳ１９では、制御部７は、インジェクション開閉弁１７ｂを閉じた後に第１室
外膨張弁１６を閉じて、その後に圧縮機１１を停止させる。
【００７２】
　（８）特徴
　本実施形態に係る空気調和装置１００では、冷媒漏洩が冷房運転時に生じても四路切換
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弁１２の接続状態を変更させること無く冷房運転状態を維持させたままで冷媒回収運転を
行うことができ、冷媒漏洩が暖房運転時に生じても同様に四路切換弁１２の接続状態を変
更させること無く運転状態を維持させたままで冷媒回収運転を行うことができる。
【００７３】
　このため、冷媒の漏洩が検知された時に、四路切換弁１２の接続状態を切り換えるよう
な処理を行うことなく、迅速に冷媒回収運転を行うことが可能になっている。
【００７４】
　特に、四路切換弁１２の接続状態を切り換えるために冷媒回路３における均圧処理が必
要な場合には、当該均圧処理を行った後で四路切換弁１２の接続状態を切り換えて、その
後にようやく冷媒回収運転を開始することが可能になるが、本実施形態の空気調和装置１
００では、このような均圧処理の時間を待つこと無く冷媒回収運転を開始することができ
る。したがって、このような時間の間に冷媒の漏洩が進行してしまうことを抑制すること
ができている。
【００７５】
　また、本実施形態の空気調和装置１００では、冷媒をガス状態よりも密度が高い液状態
にしてレシーバ１８に回収することができており、レシーバ１８には冷凍サイクルにおけ
る高圧側の圧力が作用した状態になっている。このため、レシーバ１８において、できる
だけ多くの冷媒を蓄えさせることが可能になっている。
【００７６】
　さらに、本実施形態の空気調和装置１００では、圧縮機１１の吸入圧力の低下を把握す
ることで回収を終えたと判断した後に、インジェクション開閉弁１７ｂおよび閉じられて
いなかった室外膨張弁（冷房運転時では第２室外膨張弁１５、暖房運転時では第１室外膨
張弁１６）を閉じている。これにより、レシーバ１８の室内ユニット６０側は第１室外膨
張弁１６が閉じられることで、レシーバ１８の室外熱交換器１３側は第２室外膨張弁１５
が閉じられることで、レシーバ１８のインジェクション回路１７ａ側はインジェクション
開閉弁１７ｂが閉じられることで、回収した冷媒を完全に封止させることが可能になって
いる。これにより、冷媒回収運転が終了して圧縮機１１が停止した後であっても、冷媒が
漏れ出すことを抑制できている。
【００７７】
　しかも、本実施形態の空気調和装置１００では、圧縮機１１の吸入圧力の低下を把握す
ることで回収を終えたと判断した後に、インジェクション開閉弁１７ｂを先に閉じた後に
、閉じられていなかった室外膨張弁（冷房運転時では第２室外膨張弁１５、暖房運転時で
は第１室外膨張弁１６）を閉じている。これにより、レシーバ１８に溜まった液冷媒が圧
縮機１１側に引き込まれることを抑制して、できるだけレシーバ１８内に多くの液冷媒が
溜まっている状態を維持したままでレシーバ１８を封止することが可能になっている。
【００７８】
　（９）他の実施形態
　上記実施形態では、本発明の実施形態の一例を説明したが、上記実施形態はなんら本願
発明を限定する趣旨ではなく、上記実施形態には限られない。本願発明は、その趣旨を逸
脱しない範囲で適宜変更した態様についても当然に含まれる。
【００７９】
　（９－１）他の実施形態Ａ
　上記実施形態では、通常運転である冷房運転時や暖房運転時には、レシーバ１８の上流
側に位置している室外膨張弁の弁開度を全開とする場合を例に挙げて説明した。
【００８０】
　これに対して、例えば、通常運転である冷房運転時や暖房運転時において、レシーバ１
８の上流側に位置している室外膨張弁について、制御部７が開度制御するようにしてもよ
い。
【００８１】
　例えば、冷房運転時におけるレシーバ１８の上流側に位置する第２室外膨張弁１５の弁
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開度について、ある程度開いた状態を確保するために、室外熱交換器１３の出口を流れる
冷媒の過冷却度が所定の冷房時目標値以下になるように制御部７が制御してもよい。この
場合には、室外熱交換器１３と第２室外膨張弁１５との間に温度センサを設け、当該温度
センサの検知温度および冷媒回路３の高圧圧力（例えば、吐出圧力センサ５１ｂにより把
握される圧力）に基づいて過冷却度を把握するようにしてもよい。
【００８２】
　また、暖房運転時におけるレシーバ１８の上流側に位置する第１室外膨張弁１６の弁開
度について、ある程度開いた状態を確保するために、第１室内熱交換器６２および第２室
内熱交換器６６を通過した冷媒の過冷却度が所定の暖房時目標値以下になるように制御部
７が制御してもよい。この場合には、第１液側温度センサ７２や第２液側温度センサ７４
の検知温度および冷媒回路３の高圧圧力（例えば、吐出圧力センサ５１ｂにより把握され
る圧力）に基づいて過冷却度を把握するようにしてもよい。
【００８３】
　（９－２）他の実施形態Ｂ
　上記実施形態の冷媒回収運転では、レシーバ１８の下流側の室外膨張弁を閉じて、レシ
ーバ１８の上流側の室外膨張弁は開度状態を維持させる場合を例に挙げて説明した。
【００８４】
　これに対して、例えば上記他の実施形態Ａにおいて述べたように、通常運転時において
レシーバ１８の上流側の室外膨張弁が開度制御されている場合には、通常運転時ではなく
冷媒回収運転時には、通常運転時に制御されていたレシーバ１８の上流側の室外膨張弁の
制御弁開度よりも以上の弁開度もしくはさらに大きな弁開度となるように制御部７によっ
て制御されてもよい。
【００８５】
　この場合には、冷媒回収運転において、レシーバ１８の上流側における室外膨張弁で冷
媒が減圧されることを防ぎ、凝縮された液状態の冷媒をできるだけ液冷媒の状態のままで
（上流側の室外膨張弁において減圧されることで気液二相状態にしてしまうことなく）レ
シーバ１８に導くことが可能になる。これにより、通常運転時にレシーバ１８の上流側の
室外膨張弁の弁開度を制御する場合であっても、より効率的に冷媒を回収することが可能
になる。
【００８６】
　（９－３）他の実施形態Ｃ
　上記実施形態の冷媒回収運転では、レシーバ１８の下流側の室外膨張弁を閉じて、レシ
ーバ１８の上流側の室外膨張弁は開度状態を維持させる場合を例に挙げて説明した。
【００８７】
　これに対して、例えば上記他の実施形態Ａにおいて述べたように、通常運転時において
、放熱器の出口を流れる冷媒の過冷却度が目標値以上（冷房時目標値以上もしくは暖房時
目標値以上）となるように制御されている場合には、通常運転ではなくて冷媒回収運転が
行われる際には、当該過冷却度が通常運転時の目標値以下になるように、もしくは、当該
過冷却度が通常運転時の目標値よりも小さくなるように、レシーバ１８の上流側の室外膨
張弁の開度制御を行ってもよい。
【００８８】
　具体的には、通常運転時である冷房運転時には、室外熱交換器１３から第２室外膨張弁
１５に向けて流れる冷媒の過冷却度が冷房時目標値以上になるように第２室外膨張弁１５
の弁開度が制御されている場合に、冷媒回収運転時には、室外熱交換器１３から第２室外
膨張弁１５に向けて流れる冷媒の過冷却度が冷房時目標値以下もしくは冷房時目標値より
も小さい値になるように第２室外膨張弁１５の弁開度を制御してもよい。
【００８９】
　また、通常運転時である暖房運転時には、第１室内熱交換器６２や第２室内熱交換器６
６から第１室外膨張弁１６に向けて流れる冷媒の過冷却度が暖房時目標値以上になるよう
に第１室外膨張弁１６の弁開度が制御されている場合に、冷媒回収運転時には、第１室内
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熱交換器６２や第２室内熱交換器６６から第１室外膨張弁１６に向けて流れる冷媒の過冷
却度が暖房時目標値以下もしくは暖房時目標値よりも小さい値になるように第１室外膨張
弁１６の弁開度を制御してもよい。
【００９０】
　このように、レシーバ１８の上流側の室外膨張弁の弁開度を制御されると、冷媒回収運
転時には、レシーバ１８のより上流側の室外膨張弁の弁開度は開き気味に調節されること
になる。これにより、レシーバ１８の上流側の室外膨張弁よりもさらに上流側に存在する
液冷媒について、レシーバ１８の上流側の室外膨張弁を通過させやすくして、室外膨張弁
よりもさらに上流側に存在する液冷媒の量を減らすことができる。したがって、より多く
の液冷媒をレシーバ１８内に導くことが可能になる。
【００９１】
　（９－４）他の実施形態Ｄ
　上記実施形態では、冷媒回路３から冷媒が漏洩していることを漏洩検知センサ５５によ
って把握する場合を例に挙げて説明した。
【００９２】
　これに対して、例えば、漏洩検知センサを用いるのではなく、冷媒回路３において通常
の冷房運転や暖房運転が行われている際に、圧縮機１１の吸入圧力が所定値よりも低い値
になっていることや吐出圧力を所定値よりも高くなっていない等の冷媒の状態量の変化に
よって冷媒の漏洩が生じていることを推測するようにしてもよい。
【００９３】
　（９－５）他の実施形態Ｅ
　上記実施形態では、冷媒種がR32かR410Aである場合を例に挙げて説明した。
【００９４】
　これに対して、例えば、R1234yf、R717（アンモニア）、R290（プロパン）、およびこ
れらの混合物またはこれらのR32との混合物としての冷媒が漏洩した場合にも、上記R32冷
媒が漏洩した場合と同様に取り扱うようにしてもよい。
【００９５】
　（９－６）他の実施形態Ｆ
　上記実施形態では、室外ユニット１０において漏洩検知センサ５５が設けられ、室外ユ
ニット１０における冷媒の漏洩を検知する場合を例に挙げて説明した。
【００９６】
　これに対して、例えば、漏洩検知センサは、室内ユニット６０側に設けられていてもよ
い。また、漏洩検知センサは、室外ユニット１０と室内ユニット６０の両方に設けられて
いてもよい。
【００９７】
　特に、室内ユニット６０に漏洩検知センサが設けられており、室内での冷媒の漏洩を検
知した場合には、室内における冷媒の濃度を発火点以下にするために第１室内ファンモー
タ６３ａおよび第２室内ファンモータ６７ａの駆動を続けるように制御されてもよい。
【００９８】
　（９－７）他の実施形態Ｇ
　上記実施形態では、圧縮機１１の吸入圧力が所定値以下まで低下したことにより冷媒の
回収が終了していると判断する場合を例に挙げて説明した。
【００９９】
　これに対して、例えば、圧縮機１１の吸入温度が所定温度以下に低下したこと（吸入温
度センサ５２ａの検知温度が所定温度以下になったこと）、もしくは、圧縮機１１の吸入
温度が周囲の外気温度に近づいたこと（例えば、吸入温度センサ５２ａの検知温度と外気
温度センサ５４の検知温度の差が所定値以下になったこと）により、冷媒の回収が終了し
ていると判断するようにしてもよい。
【０１００】
　（９－８）他の実施形態Ｈ
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　上記実施形態では、インジェクション回路１７ａを有する冷媒回路３を例に挙げて説明
した。
【０１０１】
　これに対して、例えば、冷媒回路は、インジェクション回路を有していなくてもよい。
この場合であっても、冷房運転状態を継続させたままで冷媒回収運転を行うこと、および
、暖房運転状態を継続させたままで冷媒回収運転を行うことは可能である。
【０１０２】
　（９－９）他の実施形態Ｉ
　上記実施形態では、インジェクション回路１７ａにおいてキャピラリーチューブ１７ｃ
および開閉制御されるインジェクション開閉弁１７ｂが直列に設けられている場合を例に
挙げて説明した。
【０１０３】
　これに対して、例えば、インジェクション回路では、キャピラリーチューブ１７ｃおよ
び開閉制御されるインジェクション開閉弁１７ｂの代わりに、開度制御が可能なインジェ
クション膨張弁が設けられていてもよい。この場合には、インジェクション膨張弁を通過
する冷媒の圧力を減圧できるだけでなく、通過する冷媒量を弁開度に応じて調節すること
も可能になる。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　本発明は、同じ運転状態を継続させたままで冷媒回収運転を行うことができるため、冷
房運転と暖房運転を切り換えて行うことが可能な空気調和装置において特に有用である。
【符号の説明】
【０１０５】
　　３　冷媒回路
　　７　制御部
　１１　圧縮機
　１３　室外熱交換器（熱源側熱交換器）
　１５　第２室外膨張弁（第２膨張弁）
　１６　第１室外膨張弁（第１膨張弁）
　１７　インジェクション部
　１７ａ　インジェクション回路（バイパス回路）
　１７ｂ　インジェクション開閉弁（バイパス弁）
　１８　レシーバ
　５５　漏洩検知センサ（漏洩検知手段）
　６２　第１室内熱交換器（利用側熱交換器）
　６６　第２室内熱交換器（利用側熱交換器）
１００　空気調和装置
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１０６】
【特許文献１】特開２００２－２２８２８１号公報
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